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At Univercity of Tokyo, a ninty-minute-a,week physical activity cource is required for
all students for the first two years of their enrolment. During these years, physical fitness
test which consists of vertical jump, side-steps, push-ups, and Harvard step test is admini-
stered 6ve times to all the students enrolled.

For this study, 204 students were used as samples out of the original body of students,
and they were classified into two groups;one consisted of students who participated in only
required course and the other consisted of students who participated in some extra,curricutar
physical activities as well as the required course. Following conclusions were drawn Irom
the comlErative examination of both groups:

1. In each of the testing items measured, a gr.adual and steady improvement was secn
for both groups in two years.

2. As compared with two group6, a group of students who participated in some extra-
curricular physical activities as well as the required oncs showed better physical fitness
condition than the othor consistently from the first semcster, and the difference in the state
of frtness trtween them tended to be widened as semesters advanced.

3. As to the semester-by-semester changes in the rate of improvemeot, it was found
that the improvement gained in the 6rst semester was the greatest for both groups, and
that the rate of improvement inclined to be diminished as semesters advanced. [proceedings
of Department of Physical Fiucation, College of General Education, University oI Tokyo,
No. 5, 35-40, 19701
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大学生を対象とした体力や運 動能 力 の テス ト

は,文部省が体カテス トを制定 したこともあり,

各大学での正課体育実技の一部として広 く実施さ

れている その結果については,文部省の調査報

告。わをはじめ,和泉め,志藤
4),鳥

丸",蒲山。
,

笹本。など多 くの研究者によって報 告 され て い

る しか し,そのほとんどが,学年別,学部別 ,

出身地別,年度別といったような,いわゆる縦断

的な調査分析であって,同一グループの逐年的変

化を追ったものはきわめて少ない 和泉 ら"は同

一集団の 1年次と2年次の比較において,身長,

体重,llXl m走 ,砲九投,懸垂属腕,腕立伏臥腕

屁伸の成績は有意に向上 したが,胸囲,走巾跳 ,

サイ ド ステップには差がみられなかったことを

報告 している 笹本つらは,握力,背筋力,平行

棒による押挙,垂直跳の各種日,Tス コア合計点
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において,入学当初と 1年終了時の間で有意の増

加を示 していることを報告 している これ らの 2

つもほぼ 1年の間の変化を比較 した もので あ っ

て, 一般的に大学の体育実技が実施されている 2

年間の全経過を追ったデータは見当らない

本研究は東京大学で実施 している 4種 目の運動

能カテス トについて,入学時から2年終了時まで

の逐年的変化を同一群について見てみようとして

なされたものである また合わせて,学生生活の

中での運 ItJJ刺 激の多寡と運動能力の変化の関係を

もみようとしたものである

方   法

昭和 41年 4月 に入学 し,昭和 43年 3月 に体育

実技 2単位を習得 し終た男子学生の体カカー ドか

ら,約 1/1。
を任意に抽出し, そのうち,4種 目の

テス トを 5回にわたって全種目実施 しているカー

ド204枚を分析の対象とした  うち 8673は 正課

体育実技以外には 2年間ほとんど身体運動をしな

かった学生であり,他の 118名 は■課体育実技以

外にも課外に何 らかの形で身体運動を実施 した学

生であったので,前者を正課群,後者を課外群と

して,両者を比較検討した

テス ト種目は本学が′`ッテリー テス トとして

実施 している垂直跳,サイ ド ステップ,腕立伏

臥腕屈伸,踏台昇降テス トの種日であり,その実

施方法を略記すれば以下の如 くである

1 垂直跳 文部省スポーツ テス トと同一の

方法である

2 サイ ド ステ ップ 間隔 12mの 3本の

平行線の中央の線をまたいで立ち,合図でサイ ド

ステップして外側の線をまたぎ,以下,中央,逆
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の外側の線の1頂 で各線をまたぐ 各線をまたぐご

とに 1点を l」 え,m秒間の記録を得点とする 線

をふんだ場合は得点としない点が文 部 省 スポ ー

ツ テス トと共なる

3. 腕立伏臥腕屈仲 3秒に 1回の屈仲を合図

に合わせて行ない, リズムについていけなくなる

までのFnl数を記録とする

4 踏台昇降テス ト 台の高さが 50 Cmである

ほ力■ま文部省スポーツ テス トと同様である 3
回計IIの脈博数の合計を記録とする。

テス トには体育実技の 1時間をこれにあて,以

上 4種 日をこの1員序で実施 している

テス ト実施の期日は

第 1回 入学当初 (昭和 41年月下旬)

第 2回 1学期終了時 (昭和 41年 7月 中旬)

第 3回 2学期終了時 (昭和 2年 2月 上旬)

第 4回 3学期終了時 (昭和 42年 7月 中旬)

第 5回 4学期終了時 (昭和 43年 2月 上旬)

の 5回である

なお,身長,体重,胸囲については,入学当初

と4学期終了時にのみ実施 した

これ らのデータを統言「的に処理 して,各 グルー

プ,各測定時期のそれぞれのf8~目 について平均値

および標準偏差を算出 し,群間および測定期FR3の

差を検定を用いて検定 した

結 果 と 考 察

第 1表は身長,体重,胸囲の入学直後ならびに

2年終了時の測定値の, 正課群および課外群につ

いての平均値と標準偏差を表わしたものである

正課群 と課外群の比較ではいずれも課外群が大

きな数値を示 したが身長では差が認め られず,体

測定項 目 1   身   長  Cm   l   体   重  kg   l   胸   函  Cm

帳 時期
1第 1回 1第 5回 15‐ 1第 1回 1第 5回 1511第 H口 1第 5回 151

轄 島1雌λl■LI口 電19

静 鑑l tLI理乱1呻 零17

訓罰課| ■61 ■01  1 オ
キ5%  替 1,



重, 胸囲では入学直後,2年終了ともに差が認め

られた

2年間の比較ではいずれの項 日も両群とものび

を示 しているが,統計的に有意の差がなられるの

は胸囲のみであった

同年に入学 した東大生全数の入学 Lrl後の測定に

おける平均値つが,身長 168 1cm,体重 57 1 kg,

胸囲 84 1cmでぁり,こ の表の数値とはとんど一

致することから,本研究の対象とした集団は,母

集団を代表するものであるといえる

また昭和 40年度全国大学生男子 18才の平均

値
9)で

ある身長 165 6cm, 体重 57 5kg, 胸囲

85 7cmと 比較すると,東大生は身長が高 く,体

重には差がなく,胸囲が小さいという,いわゆる

細長型の特徴を示 している

第 2表は種日についての,各群,各測定時期に

ついての平均および標準偏差と,正課群,課外群

の間の差の検定結果を示 したものである また第

1図,第 2図,第 3図,第 4図は,それぞれ垂直

跳,サイ ド ステップ,腕立伏臥腕屈伸,踏台昇

F4テ ス トの平均lttの推移を示 したものである

正課群と課外群とを比較すると,垂直跳と踏台

昇降の第 1回測定を除いては,すべて課外群が有

意に高い値を示 している この 2つについても有

意な差は認められなかったが,課外群の方が数値

が高い そしてこの差は学期が進むにつれて増大

していく傾向にある。すなわち,正課以外にも積

極的な身体運動を実施しようとする よ うな学 生

は,入学当●・
lか らすでに体力的にす ぐれてお り,

それがさらに加えられる運動刺激の多いことによ

って トレーニング効果がより大きくあらわれ,そ
の差を増大しているものと考えられる

ここでの正課群と課外群の分類は, 2年終了時

にカー ドに記入された学生の主観的な申告によっ
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Fig.3. 腕立伏臥腕屈伸回数の各学期毎の推移

た はじめはこの申告をもとに,運動参加の程度

をより細分化 してグルーピングす る こ とによっ

て,運動刺激の多寡とトレーニング効果との関係

を明らかにすることを試みたが,量的にはともか

く,質的な面で運動刺激の多寡を評価することが

困難なので,正課以外の運動刺激が零に近いもの

とそれ以外のものとい う荒いグルーピングにせざ

るをえなかった したがって課外群には年に数回

88888o
「

ig 2. サィドステップ回数の各学期毎の推移

Fig.4. サィドステップによる脈拍数の各学期毎の推移

課外スポーッに参加 したとぃ う学生か ら,ほ とん

ど毎日かなり激 しい練習に参加 しているという運

動部員までを含んでいるわけである にもかかわ

らずこのような差が認め られた訳で,こ れをさら

に細分化 しえれば,運動刺激の量と体力の推移と

の間の関係をより鮮明に出すことができるであろ

う 通年的な生活時間の調査などによってより細

かいグルーピングを行なってこの関係を見ること

i::弓
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を今後の課題 としたいと考えている

なお東京大学の学生生活実態調査
m)に よれば,

1,2年在籍の学生で余暇時間にスポーツ,散歩な

どを実施 していない割合は 39%と なってお り,本

研究の 42%と はぼ一致 している

第 3表は 4種 目の各測定時期間の差 と,その有

意性の検定結果を正課群課外群について表わした

ものである これによって 2年間の推移をみてみ

ると,全般的に 1年次にはのびが大きく,2年次

にはほとんど向上がみられないといえる 第 3回

測定 (1年終了時)と 第 1回測定 (入学時)と の

間には両群とも全種目に有意の向上が認められる

が,第 5回測定 (2年終了時)と 第 3回測定の間

には,垂直跳の課外群,サイ ド ステップの両群

に有意の向上が認められるだけであり, しかも 1

年次の伸びよりはいずれも少ない 垂直跳の正課

群,腕立伏臥腕屈伸の正課群,踏台昇降テス トの

両群では,有意差こそないが減少を示 している

各学期ごとの差をみると,踏台昇降テス トを除

いては両群とも各種目にわたって 1学期の伸びが

最大となっている また 4学期に有意な増加を示

したものは 1つ もなかった 全般的にいえば,学

期が進むにつれて伸びが み られ な くなるといえ

る

入学試験や浪人生活によって,体力的にはかな

り低い状態で入学 してくると考えるのは,高専の

18才 の垂直跳の記録のが∞ 3cmでぁることから

も誤 りではないであろう 1学期の伸びはそうし

た状態か ら脱け出す過程と考えられ,正課体育の

みの運動刺激によってもかな りの伸びが見 られる

のであろう もっとも, 日常生活そのものも受験

勉強期とは変るので, この伸びを正課体育実技に

のみよるものと考えるのは危険であるが,遠藤の

報告にあるように本学で低体力者の体力向上を意

図的に狙って正課体育実技に設けられている トレ

ーニング グループの体力の向上が顕著なことか

らなても, この効果のかなりの部分は正課体育実

技によるものと考えてよいであろう しか し, こ

れの実際の検証のためには,正課体育実技を実施

しないグループを設定する必要があるので,実際

にこれを試みるには種々の困難がある。

2年次に体力の向上がみられない点については

lll々 の問題が議論 され よう 正課群については

週 1回 90分程度の実技で, しかも長期休暇や雨

天により実施 しない期間もあることからすれば,

この程度の刺激ではすでに飽和状態に達 してしま

うのかも知れないが,体育実技の中での運動刺激

を質の面で高める配慮がとられなければならない

であろう

課外群の方が正課群よりやや伸びの量が大きい

ことは,運動刺激の量の違いからいって当然のこ

とであるが, この群でも2年次の増加がみられな

かったことは大きな問題であろう 前 述 の よ う

に,こ の群にはかなり異種のグループが混在 して

お り,その中で運動刺激の少ないグループが運動

部などのグループの効果を薄めたこともその理由
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としてあげられるであろうが,それに しても4学

期に減少する種 目があるなど,運動部を含む集団

としてはやや以外な結果といえる 運動部の練習

における体カ トレーニングの位置づけ,内容につ

いてっもと考慮が払わなれければならないだろう

なお,昭和年入学の東大生全数 の調査 に よれ

ば,入学直後および 2年終了時の平均が,それぞ

れ,垂直跳 558,58.4cm,サ ィ ド・ス テ ップ

386,421点 腕立伏臥腕屈伸 319,425回 とな

ってお り,これと比較すれば今回のデータは垂直

跳の入学直後の値がやや大きく,腕立伏臥腕屈伸

の 2年終了時の値がやや低い以外は,ほぼ同様の

結果といえる

また昭和 34年度東大入学の 1年生 19才の測定

値)は垂直跳 52 5cm,サィ ド・ステップ368点 ,

腕立伏臥腕屈伸 330回であり, 前 2者は 明らか

に今回の方がす ぐれているが,腕立伏臥腕屈仲で

は劣った数値となっている 踏台昇降テス トは昭

和 41年度より実施 したものなので, 比較すべき

資料はない

結   語

昭和 41年度に東京大学へ入学 した学生のうち,

男子 204名 について,垂直跳,サイ ド ステップ
,

腕立伏臥腕屈仲,踏台昇降テス トの 4種 目の運動

能カテス トを,入学直後および正課体育実技が終

了する 4学期までの各学期末に計 5回実施 し,そ
の記録の推移を正課体育実技以外ほとんど身体運

動をしない学生 (正課群)86名 と,それ以外の学

生 (課外群)118名の 2群に分けて比較検討し,

第 5号

次の結論をえた

1 2群 の比較では,入学当初か ら課外群が能

力的にす ぐれているが,その差は学期が進むにつ

れて増大す る傾向がある

2 逐年的な推移では,両群 とも全般的に一学

期の伸びが もっとも大 きく,学期の進行につれて

その向上が減少す る傾向にある
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